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韓国の日本語教育における教師研修

- 2010～2020年の活動報告 –

梨花女子大学校

金志宣

第16回 協働実践研究会 10周年 『世界に広がる協働実践 - 10年の歩みとこれから』 2021.2.28.
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• 設立:2010年10月、各国プラットフォームのひとつ

• 会合:1,２月に１回、全60回あまり

• 代表:倉持香 ↪ 金志宣（2017年以降）

• 目的:韓国の日本語教育において協働の考え方に基づく

授業実践・研究を進めていくこと
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• これまで

 研究会のあり方や方向、運営上の問題など試行錯誤の連続

 研究会持続の原動力とは何か、何を考え、学び、得られたか

 軌跡とは、研究会での問いとその解を協働で追究してきたプロセス
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• 問い

 「協働」「協働学習」とは何か

 「協働学習」をいかに実践するか

 「協働学習の実践知」をどのように共有・活用できるか
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• 活動の移り変わり１（初期）

協働の概念など、疑問の出し合い ⇨ 文献・論文講読、実践の検討、講演会・ワークショップ

 協働に共鳴した人たちが集い、協働学習を促進・支援する学習デザインと実践を目指すもの

 共通の目的・問題意識の一方、協働学習に対する理解・解釈・ねらい・やり方・悩みはさまざま

 認識と経験を共有し、互いの授業実践を見つめ、自分の協働観を捉え直すヒントが得られた。

 「なんのために」協働学習を取り入れるのか、「どうすれば」有意味な学習につないでいけるか、

授業に反映する素地が作られた。
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• 活動の移り変わり２（半ば以降）

参加メンバーの伸び悩み、活動停滞への懸念 ⇨ 研究会の持続可能なあり方・活性化の模索

 研究会活動の一次総括:これまでの活動成果を形にして残すという方向に進んでいった

 韓国日本語教育の協働学習:実践・研究が増えているが、深く浸透しているとは言い難い

 協働学習の理論と実践について知ってもらい、授業実践につなげる手引きが緊要ではないか。

 研究会で得られた知見を本にまとめ、協働学習の実践知を共有し、協働実践の普及に貢献したい。
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• 『協働学習の授業デザインと実践の手引き ‐ 韓国の日本語教育の現場から』

 出版:韓国協働実践研究会 編（2020）

 趣旨:協働学習について理解を深め、授業デザインと実践の手助けをする

教師自身の教育と実践のあり方を再考するきっかけとする
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第Ⅰ部 協働学習の授業づくり

第Ⅱ部 協働学習の実践事例

第Ⅲ部 協働学習の実践研究
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• 他学会との連携・協力の広がり

 韓国日本語学会と 「連携協力協定」 締結（2015.12）

 韓国日語教育学会と 「学術交流・協力に関する協定」 締結（2019.10）

 韓国日語教育学会・協働実践研究会(日本) 共同開催（2019.12.7）
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ご清聴ありがとうございます。
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